
地域強靱化計画策定ガイドライン（第 3 版）主な改訂内容（案） 

 

 

 全体を通じて、すべての都道府県が策定済み・策定に着手したことを踏まえ、

市区町村の策定が円滑に進められることに重きを置いた改訂を実施。 

 ・読者は、初めて、国土強靱化施策を担当する市町村職員を想定 

 ・参考になる情報、資料等を最初にまとめて明記 

 

１ 平成 27 年度モデル調査等で集約した知見（実例）を反映 

 ・都道府県地域強靱化計画を活用した例（27頁） 

 ・地域強靱化計画と地方版総合戦略を関連付けた例（29頁） 

 ・市の基本目標に、県等の強靱化への貢献、地方創生、を設定した例 

（37頁） 

 ・特定分野を優先し策定した例（38頁） 等 

  

２ 都道府県地域強靱化計画及び市町村総合計画を活用した策定実務（脆

弱性評価等）を明示 

 ・市町村における都道府県リスクシナリオの活用（39 頁） 

 ・総合計画の施策分野を強靭化施策分野に活用（39 頁） 

 

３ 地方公共団体からのこれまでの質疑を反映 

・複数地方公共団体が共同で地域強靱化計画を策定する場合の対応 

（21頁） 

・総合計画と地域強靱化計画の関係を整理（25頁） 

 ・地域強靱化計画と他の計画を兼ねて策定する場合の対応（26頁） 

 ・Ｑ＆Ａを掲載（75頁） 

 

４ その他 

・関係府省庁の交付金・補助金等による支援について、フォローアップを行い

周知することを明記（30頁） 

・脆弱性評価（がスタート）について記載を強化（11頁） 

・「国土強靱化に係る指針性」を明確化し、必要な個所に記載 

（25頁（総合計画と地域強靱化計画を並列の位置づけで策定した実例）等） 

・新たな内容を加えつつも、全体としてはコンパクトな内容へ 

 ・時点修正（加除）、表現適正化等を実施 

資料３－１ 



１　平成27年度モデル調査等で集約した知見（実例）を反映

２　都道府県地域強靱化計画及び市町村総合計画を活用した策定実務
（脆弱性評価等）を明示

国土強靱化地域計画ガイドライン(第3版)における改訂例

都道府県地域強靱化

計画における脆弱性

評価を踏まえたリスク

シナリオの設定作業

を明示した例



３　地方公共団体からのこれまでの質疑を反映

４　その他

国土強靱化計画の指針性

について明確に記載した例
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